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豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
 

生
き
が
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
 

                        農
業
の
振
興
―
―
 

　
平
成
　
年
度
か
ら
、
健
康
な
土
づ
 

く
り
と
ミ
ネ
ラ
ル
栽
培
に
よ
る
高
付
 

加
価
値
農
業
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
 

き
ま
し
た
。
 

　
安
全
で
安
心
な
農
産
物
を
望
む
消
 

費
者
の
意
向
や
健
康
志
向
の
中
、
本
 

町
の
取
り
組
み
も
全
国
に
知
ら
れ
る
 

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
 

　
ま
た
、
ミ
ネ
ラ
ル
野
菜
の
市
場
で
 

の
評
価
も
年
々
高
く
な
っ
て
き
て
い
 

                       ま
す
が
、
生
産
の
拡
大
が
緊
急
の
課
 

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

　
そ
の
た
め
に
は
、
意
欲
あ
る
担
い
 

手
の
育
成
が
必
要
で
あ
り
、
平
成
 

年
度
は
、
県
や
Ｊ
Ａ
な
ど
関
係
機
関
 

の
連
携
に
よ
る
ミ
ネ
ラ
ル
農
産
物
振
 

興
組
織
の
も
と
、
強
力
に
生
産
の
振
 

興
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
 

　
ま
た
、
　
年
度
か
ら
整
備
を
進
め
 

て
い
る
耐
雪
型
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
を
農
 

家
に
リ
ー
ス
し
、
ミ
ネ
ラ
ル
栽
培
の
 

振
興
と
生
産
者
の
育
成
を
図
る
考
え
 

                        で
あ
り
、
本
年
度
は
　
棟
の
整
備
を
 

計
画
し
て
い
ま
す
。
 

　
今
後
も
、
農
家
所
得
の
向
上
と
地
 

域
経
済
の
活
性
化
を
一
層
推
進
し
て
 

い
き
ま
す
。
 

 林
業
の
振
興
―
―
 

　
森
林
の
持
つ
多
面
的
な
機
能
を
発
 

揮
さ
せ
る
状
態
の
維
持
が
重
要
な
こ
 

と
か
ら
、
森
林
整
備
地
域
活
動
支
援
 

交
付
金
制
度
な
ど
を
活
用
し
、
森
林
 

の
有
効
活
用
と
放
置
森
林
の
増
加
防
 

止
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
 

　
有
害
鳥
獣
で
あ
る
猿
対
策
に
つ
い
 

て
は
、
昨
年
度
か
ら
猿
に
発
信
器
を
 

取
り
付
け
、
群
れ
の
移
動
情
報
を
把
 

握
す
る「
生
息
域
調
査
事
業
」を
実
施

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
本
年
度
も

引
き
続
き
調
査
事
業
を
実
施
し
ま
す
。
 

  商
工
業
の
振
興
―
―
 

　
道
の
駅
「
に
し
あ
い
づ
」
の
中
核
 

施
設
で
あ
る
交
流
物
産
館
「
よ
り
っ
 

せ
」
を
情
報
発
信
拠
点
基
地
と
し
て

有
効
活
用
し
、
既
存
商
店
街
と
連
携

し
た
魅
力
あ
る
商
店
街
づ
く
り
へ
向

け
た
支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
 

　
ま
た
、
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
、
ミ
ネ
ラ
 

ル
野
菜
を
含
め
た
地
場
産
品
の
販
路
 

拡
大
な
ど
、
農
業
振
興
と
あ
わ
せ
た
 

商
工
業
の
振
興
、
さ
ら
に
は
起
業
家
 

育
成
・
支
援
な
ど
を
行
い
、
総
合
的
 

な
見
地
か
ら
雇
用
創
出
と
地
域
経
済
 

の
活
性
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
 

  Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
ま
ち
づ
く
り
―
―
 

　
　
世
紀
の
高
度
情
報
化
社
会
に
対

応
す
る
た
め
、
情
報
通
信
基
盤
の
整

備
を
行
う
と
と
も
に
、
普
及
拡
大
、
 

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
て
き
 

ま
し
た
。
 

　
本
年
度
は
、
こ
れ
ま
で
整
備
し
た
 

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
 

ト
な
ど
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
を
最
大
限
に
 

活
か
し
た
「
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
」
や
「
テ
レ
 

ワ
ー
ク
」
の
導
入
に
よ
り
、
地
域
の
 

活
性
化
や
新
た
な
産
業
の
創
出
を
図
 

っ
て
い
き
ま
す
。
 

　
ま
た
、
放
送
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
つ
 

い
て
は
、
会
津
地
方
で
今
年
度
中
に
 

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
が
開
始
さ
れ
る
 

予
定
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
町
ケ
ー
ブ
 

ル
テ
レ
ビ
に
お
い
て
も
デ
ジ
タ
ル
化
 

へ
の
意
向
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
よ
 

う
、
受
信
点
や
放
送
セ
ン
タ
ー
な
ど
 

の
施
設
整
備
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
 

　
さ
ら
に
、
阿
賀
川
上
流
、
下
流
に
 

位
置
す
る
隣
接
市
町
村
と
の
連
携
を
 

図
り
、
広
域
的
な
情
報
化
施
策
の
調
 

査
・
研
究
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
 

    学
校
教
育
―
―
 

　
教
育
環
境
の
充
実
と
児
童
生
徒
の
 

学
力
の
向
上
を
図
る
た
め
、
創
意
工
 

夫
を
生
か
し
た
特
色
あ
る
教
育
活
動
 

を
推
進
し
、
基
礎
的
・
基
本
的
学
力
 

の
定
着
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
 

　
ま
た
、
子
ど
も
が
社
会
の
一
員
と
 

し
て
、
一
人
で
生
き
て
い
く
た
め
に
 

必
要
な
力「
自
ら
考
え
行
動
し
、問
題

を
解
決
し
て
い
け
る
開
拓
者
精
神
と

自
立
心
」
を
養
う
こ
と
を
目
的
に
、

ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
教
育
を

推
進
し
て
い
き
ま
す
。
 

　
こ
れ
ま
で
は
、
中
学
生
を
対
象
に
 

実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
年
度
か
 

豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
 

生
き
が
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
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今
日
の
社
会
情
勢
は
、
様
々
な
分
野
で
旧
来
型
社
会
シ
ス
テ
ム
の
再
構
 

築
が
進
め
ら
れ
、
広
範
な
改
革
に
よ
っ
て
、
景
気
は
緩
や
か
に
回
復
の
兆
 

し
を
見
せ
て
い
る
一
方
で
、
国
の
人
口
は
、
人
口
動
態
統
計
で
初
め
て
自
 

然
減
が
確
認
さ
れ
る
な
ど
、
予
想
さ
れ
て
い
た
と
は
い
え
、
真
に
憂
慮
す
 

べ
き
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
の
人
口
増
と
経
済
優
先
の
画
一
的
な
シ
ス
テ
ム
 

や
体
制
を
根
底
か
ら
変
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
で
す
。
 

　
こ
の
よ
う
な
中
、
町
は
合
併
を
せ
ず
に
「
自
立
の
道
」
を
歩
む
こ
と
を
 

宣
言
し
、
「
町
民
・
議
会
・
行
政
が
一
体
と
な
っ
た
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
 

く
り
」
を
進
め
、
真
の
自
立
を
目
指
す
こ
と
と
し
ま
し
た
。
 

　
今
後
、
町
民
・
議
会
・
行
政
が
そ
れ
ぞ
れ
意
識
を
改
革
し
、
真
の
豊
か
 

さ
を
実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
協
働
の
作
業
に
よ
っ
て
築
き
、
地
方
か
 

ら
こ
の
国
を
変
え
て
い
く
気
概
を
持
っ
て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
 

す
。
 

▲注目を浴びるミネラル農産物 

自
立
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
 

豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
　
◆
　
生
き
が
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
　
◆
　
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
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▲健康寿命延伸事業「元気アップ教室」 

自
ら
考
え
行
動
し
、
問
題
を
解
決
し
て
い
け
る
 

開
拓
者
精
神
と
自
立
心
を
養
う
ア
ン
ト
レ
プ
レ
 

ナ
ー
シ
ッ
プ
教
育
（
西
会
津
中
学
校
）
 

▲
 

　町では、乳幼児の疾病の早期発見及び早期治療を促進する 
とともに保護者の子育てに伴う経済的負担の軽減を図るため、 
医療機関で支払う医療費の一部負担金（保険対象分）につい 
て助成しています。 
　４月診療分から社会保険加入者の手続等を簡略化して、町 
内の医療機関だけでなく、会津若松市や、喜多方市、会津坂 
下町などの医療機関でも『無料』で受診できるよう拡大しま 
した。 
○対象となる医療機関 
　　会津管内の病院、歯科医院、保険薬局（南会津管内を除 
　く） 
○対象者 
　　町内に乳幼児・保護者ともに住所を有し、小学校就学前 
　の乳幼児が対象となります。 
○受診する際の注意 
　①医療機関の窓口に必ず「乳幼児医療費受給資格証」と「保 
　　険証」を提示してください。 
　　なお、受給資格証など提示できない場合や予防接種、薬 
　　の容器代、文書料などの保険対象外の費用については、 
　　医療機関の窓口で医療費を支払ってください。 
　②対象外の医療機関で受診する場合のほか、負担する医療 
　　費が２１，０００円以上の場合には、今までどおり医療 
　　機関の窓口で、いったん医療費を支払っていただき、乳 
　　幼児医療費助成申請書を町役場に提出してください。 
 
【問い合わせ先】 
　　健康福祉課国保医療係　　４５－２２１４ 

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
 

ら
は
小
学
生
も
対
象
に
加
え
、
児
童

生
徒
の
社
会
活
動
へ
の
参
加
や
地
域

貢
献
、
さ
ら
に
は
個
人
と
し
て
の
自

立
を
培
っ
て
い
き
ま
す
。
 

　
語
学
教
育
に
つ
い
て
は
、
外
国
語
 

指
導
助
手
・
国
際
交
流
員
を
引
き
続
 

き
配
置
し
、
中
学
生
を
は
じ
め
、
小
 

学
生
や
保
育
所
児
童
に
も
語
学
教
育
 

の
充
実
と
国
際
理
解
の
推
進
を
図
り
 

ま
す
。
 

　
ま
た
、
障
害
の
あ
る
児
童
生
徒
が
 

そ
の
可
能
性
を
最
大
限
に
伸
ば
し
、
 

自
立
し
、
社
会
参
加
す
る
た
め
に
必
 

要
な
力
を
培
う
た
め
に
、
一
人
ひ
と
 

り
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
特
別
支
援
教
 

育
の
推
進
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
 

 芸
術
の
振
興
―
―
 

　
国
際
芸
術
村
事
業
に
よ
る
芸
術
文
 

化
の
薫
り
高
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
 

る
と
と
も
に
、
文
化
遺
産
の
調
査
・
 

保
存
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
 

   ト
ー
タ
ル
ケ
ア
の
推
進
―
―
 

　
国
の
介
護
保
険
法
の
改
正
が
高
齢
 

者
の
生
活
機
能
の
低
下
を
未
然
に
防
 

止
し
、
生
活
機
能
を
向
上
さ
せ
る
た

め
の
介
護
予
防
に
重
点
を
置
い
た
内

容
と
な
り
ま
し
た
。
 

　
こ
れ
は
本
町
が
平
成
　
年
度
か
ら

東
北
大
学
大
学
院
の
辻
一
郎
教
授
の

指
導
の
も
と
取
り
組
ん
で
い
る
「
健

康
寿
命
延
伸
事
業
」
の
目
的
と
同
様

の
も
の
で
す
。
 

 

　
本
年
度
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
 

の
効
果
を
踏
ま
え
、
引
き
続
き
高
齢

者
の
運
動
教
室
を
は
じ
め
糖
尿
病
予

防
教
室
、
家
庭
血
圧
測
定
事
業
な
ど

を
実
施
し
、
町
民
の
健
康
寿
命
延
伸

に
努
め
て
い
き
ま
す
。
 

  子
育
て
支
援
―
―
 

　
子
ど
も
を
安
心
し
て
生
み
育
て
ら
 

れ
る
よ
う
、
乳
児
保
育
・
延
長
保
育
 

な
ど
を
積
極
的
に
推
進
し
て
き
た
と

こ
ろ
で
す
。
 

　
ま
た
、
乳
幼
児
医
療
費
助
成
事
業
 

に
つ
い
て
は
、
平
成
　
年
４
月
か
ら
 

社
会
保
険
加
入
者
の
町
内
医
療
機
関

の
窓
口
無
料
化
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
 

　
本
年
度
か
ら
は
、
さ
ら
に
保
護
者
 

の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、
４
月
診
 

療
分
か
ら
社
会
保
険
で
の
窓
口
無
料
 

化
の
医
療
機
関
の
範
囲
を
拡
大
し
ま

し
た
。
 

　
今
後
と
も
、
社
会
情
勢
の
変
化
、
 

多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
子
育
て
 

支
援
環
境
の
整
備
に
努
め
て
い
き
ま
 

す
。
 

  道
路
網
の
整
備
―
―
 

　
町
道
に
つ
い
て
は
、
小
坂
橋
の
架
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よ
い
ま
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け
替
え
工
事
、
上
原
西
２
号
線
の
整
 

備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
 

　
縦
貫
道
路
は
、
野
沢
柴
崎
線
の
整
 

備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
樟
山
バ
イ
 

パ
ス
の
早
期
着
工
を
は
じ
め
、
中
町
 

峠
の
早
期
完
成
を
図
り
ま
す
。
 

  下
水
道
の
整
備
―
―
 

　
野
沢
地
区
及
び
笹
川
地
区
、
野
尻

地
区
の
整
備
を
年
次
計
画
に
よ
り
進

め
て
い
く
ほ
か
、
小
規
模
地
区
を
対

象
と
し
た
個
別
排
水
処
理
事
業
に
つ

い
て
も
引
き
続
き
実
施
し
て
い
き
ま

す
。
 
























